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学位論⽂内容の要約 
 

学位論⽂題⽬ 
⺟⼦家庭における就労とケアの捉えなおし 
―⺟親と⼦ども双⽅の視点から理解する 

 
熊⾕ 良介 

 
１．本研究の⽬的 
 本研究の⽬的は、⺟⼦家庭においてどのように就労とケアが⽇常の実践に組み込まれて
いるのか、家庭における実践の当事者である⺟親と⼦どもの双⽅に着⽬して捉えなおすこ
とである。 
 ⺟⼦家庭について我が国において相対的貧困率が⾼いこと、⺟親の就労率は⾼いことが
指摘されてきたなかで、⺟⼦家庭を含むひとり親家庭への⽀援施策は就労⽀援の重要性が
意識されたものとなっている。しかし、⺟⼦家庭の⺟親の就労を取り巻く状況は厳しく、現
状の労働市場において雇⽤による所得保障は機能していない。⼦育てをしながら働くとい
うことに対して、ふたり親家庭に対する研究に⽐べてひとり親家庭での研究蓄積もほとん
どないなかで、⺟⼦家庭の就労に対する理解は乏しい状態にある。本研究の課題は、⺟⼦家
庭において仕事とケアの両⽴がどのように⾏われているのか、その理解を深めることにあ
る。 
 本研究では、⺟⼦家庭の就労とケアの両⽴の実践を捉えるにあたり、⼦どもの⾏為に着⽬
している点が⼤きな特徴である。⼦どもの家事役割やどのような⽣活をしているかという
ことは、⺟親の就労可能性と関わってくる。しかし、現状において⺟親の就労は⼦ども不在
のまま理解され、そうした理解に基づいて、ひとり親家庭等に対する⽀援として就労⽀援が
中⼼に位置づいている。⺟親と⼦ども双⽅から⺟⼦家庭における就労とケアの両⽴を捉え
ることで、より現実に即して⺟⼦家庭の⽀援として何が必要か議論することができると考
える。また、⺟親と⼦どもの双⽅から⺟⼦家庭における就労に基づいた⽣活を捉えなおすと
いうことは、⼦どもの権利に基づいて⺟⼦家庭の⽣活を評価することにもつながるのであ
る。 
 以上の⽬的を、北海道全域を対象とする⼤量アンケート調査である「北海道⼦どもの⽣活
実態調査」の⼆次分析と、⺟⼦家庭の⺟親と⼦どもへのインタビュー調査から、明らかにす
ることを試みた。 
 
２．各章の要約 
 本研究は、序章と終章を含め、全体で 8 つの章で構成した。 
 序章では、本研究の⽬的と背景を説明している。本研究は、⺟⼦家庭の就労が⼦ども不在



のまま理解されるなかで、⺟⼦家庭の就労とケアの両⽴の実践における当事者の⼀⼈とし
て⼦どもを位置づけ、⺟親と⼦ども双⽅の視点から⺟⼦家庭における実践を捉えなおすこ
とが⽬的である。また序章の中で、本研究における「ケア」の位置づけを説明している。ケ
アという⾏為について、⾃⾝のニーズへの対応も含む家事を除いて捉える研究も多いが、本
研究で捉えるケアは、⼦どもへの⾷事の⽤意等、実践が対応するニーズを⾃⾝と他者で明確
に分けることは難しい。そこで、本研究ではケアを⾃分以外の他者のニーズに応える⾏為と
定義し、その⾏為については、提供されるケアがサービスの与え⼿と受け⼿との時間的空間
的な共有を伴わない家事や、⼦どもの⾒守りといった家族員の状態を把握する⾏為も含め
ている。 
 1 章では、先⾏研究の検討を踏まえて本研究の研究枠組みと研究⽅法をまとめている。⺟
親の就労についての研究、⼦どもの声に基づいた⼦どもの経験に関する研究の検討を踏ま
え、我が国おいて⺟親の経験と⼦どもの経験の双⽅を含んだ議論が不⼗分であることを指
摘した。この点を乗り越えるため、イギリスにおける調査で⺟⼦家庭の就労の継続を捉える
ために採⽤された「家族―仕事プロジェクト」という概念を検討した。本概念は、⺟親の就
労という結果は、⼦どもの実践の影響が⾮常に⼤きいことを踏まえ、⼦どもも含めた⺟親と
⼦ども双⽅を包含する概念として構築されている。しかし、社会政策としての就労⽀援の評
価という⽬的もあることから、就労の継続が主要な⽬的として設定されており、それを阻害
する要素、特にケアの部分に対する考察が⼗分には⾏われていない。ケアの位置づけが不⼗
分であることを受けて、本研究では就労とケアを⽇常の家族の実践に組み込むことを⽬的
とする努⼒の共有とする「家族―仕事―ケアプロジェクト」と捉えなおし、⺟親と⼦どもの
双⽅が就労とケアにどのように関わっているのか、⺟⼦家庭の実践を捉える分析枠組みと
した。そして⺟⼦家庭の⺟親と⼦ども（⺟親 7 名、⼦ども 5 名）へのインタビューデータか
ら⺟⼦家庭の実践を捉えることを試みた。 
 2 章では、北海道全域で実施されたアンケート調査である北海道⼦どもの⽣活実態調査の
データから、北海道における⺟⼦家庭の⺟親の労働時間と就労の特徴を⽰した。分析では調
査において⺟親が就労していると回答しているケースを抽出し、両親世帯と⺟⼦世帯で労
働時間別の働き⽅や家計状況の特徴を明らかにしている。労働時間については労働基準法
に即して 40 時間以下、40 時間超 60 時間以下で区分している。就労状況の分析では、⺟⼦
世帯において⼦どもが⼩学校の段階から労働時間を調整しながら正規雇⽤についている割
合が両親世帯よりも⾼い⼀⽅で、⾮正規として⻑時間労働をしている世帯も多いことから、
⺟⼦世帯のなかでも格差が存在していることが⽰唆された。勤務時間帯で⾒ると、法定労働
時間内で働いている場合、⺟⼦世帯において⾮典型時間帯労働をしている⺟親が多い傾向
が⾒られる⼀⽅で、⻑時間労働の場合、⾮典型時間帯労働ではない形で働こうとする⺟⼦世
帯が⼀定数存在している可能性も⽰唆された。家計状況の分析では、⺟⼦世帯において労働
時間が⻑い場合でも⿊字である世帯の割合は少なく、半数近くは⾚字となっており、⻑時間
労働によってなんとか⾚字を抑えている状況が確認された。 



 3 章では、本研究で使⽤しているインタビューデータの調査⽅法の説明と調査協⼒者の属
性を整理している。調査は、⺟⼦家庭の⺟親と⼦ども双⽅を対象としている。⺟親は雇⽤形
態を問わず、現在就労している⺟親である。⼦どもは現在⺟親と同居している中学⽣以上の
⼦どもである。インタビューは、まず⺟親への調査を実施し、その後⼦どもへの調査を⾏い、
それぞれ 2 回から 3 回の調査を⾏っている。調査は、北海道⼤学⼤学院教育学研究院にお
ける⼈間を対象とする研究倫理審査と承認を得たものである。調査協⼒者は、⺟親が 7 名
（60 代から 30 代）と⼦ども 5 名（⾼校⽣ 4 名、中学⽣１名）となっている。本研究では、
調査対象に⼦どもという特に配慮が必要な対象からのデータであることを考慮して、同⼀
家庭の⺟親と⼦どもの語りを並べて⽰さない形で分析することとしている。 
 4 章では、⺟親の語りから⺟⼦家庭の⺟親が仕事とケアをどのようにやりくりしているの
か、時間の使い⽅と家庭でのケアの仕⽅からまとめている。インタビューから、①家事につ
いて家事が集中して時間の余裕がなくならないように、家事のタイミングや内容での⼯夫、
⼦どもにも任せるという対応を⾏っていたということ、②⼦育てに関わる部分については
家事のように時短するのではなく、むしろ⼦どものために使う時間を確保するように、他の
時間を調整していたということ、③こうした対応であっても余裕を持った時間配分とはい
かず、⺟親の疲れが取れないような状況にあったということ、を明らかにした。 
 5 章では、離婚後の就労経験、就労のために利⽤したサポートについての⺟親の語りから、
⺟⼦家庭の⺟親がどのように就労を経験し、何が制約となっていたのかを考察している。イ
ンタビューから、①婚姻時に働いていなかった⺟親が離婚後に仕事を探す際には、⼦育てと
の両⽴に適した仕事がなかなか無いことに加えて、⺟⼦家庭として⽣活を組み⽴てていく
うえで仕事探しにあてることの時間も⻑くは設けられないなかで、満⾜のいく仕事を⾒つ
けることの難しさに直⾯していた、②婚姻時の仕事を離婚後も継続していた⺟親も、就労の
継続において健康に伴う困難、引っ越しに伴う困難、職場環境に伴う困難、家計状況に伴う
困難を経験していた、③公的な就労⽀援や⼦育てのための多様なサポートを活⽤して就労
を継続していたが、⼦育てと両⽴できるような仕事、職場を⾒つけることの困難を経験して
いた、ことが⽰唆された。 
 6 章では、⼦どもの語りから家事への関わり⽅とお⾦の使い⽅を⽰している。また、そう
した⼦どもの⾏為がどのような認識のもと⾏われたのか、⺟親の仕事に対する認識、家計状
況に対する認識から捉えている。そのうえで、⼦どもの⽇々の過ごし⽅から、⺟親の就労が
どのような状況にあるのかを考察している。結果として、①⺟親のお⼿伝いとしてではなく、
⾃分の役割として家事を引き受けている、②⾃⾝の希望について現実的にできるかどうか
を判断したうえでお⾦の使い⽅を考えている、③そうした認識のもと、⺟親の仕事や⾃⾝が
使えるお⾦について⼤きな不満が語られることはなかったが、⾃⾝が我慢していると感じ
る機会が少ない可能性がある、ということが明らかになった。 
 7 章では、⺟親の語りから⺟⼦家庭の就労とケアの両⽴の難しさを捉えたうえで、これま
での⺟親と⼦ども双⽅の経験を重ねて、⺟⼦家庭における⽇常の⽣活に就労とケアを組み



込む実践の特徴を明らかにしている。就労とケアの両⽴における難しさについて、①⼦ども
の成⻑とともに⼦どもに任せられる場⾯が増えることで相対的に緩和される側⾯はあるが、
時間調整が難しい場⾯は⼦どもが⼤きくなっても存在し続けること、②⼦どものケアニー
ズが⾼い場合や扶養している⼦どもの⼈数が多い場合、緩和される場⾯が少ないこと、③⾃
分の時間を確保することも、仕事とケアの両⽴をしていくうえでは重要であること、が⽰唆
された。⺟親と⼦どもの双⽅の視点を重ねることで⾒えてきた⺟⼦家庭における仕事とケ
アの両⽴は、①⺟親と⼦ども双⽅が、お互いが置かれている状況を理解する視点を持ち、家
庭内で必要な家事労働を頼み合い、引き受け合うなかでバランスをとっていた、②お互いを
理解する視点は、⺟親の⼦どもとの時間の共有を通じて形成され、⼦ども側もそうした⺟親
が⾃分に時間を使っていることを認識することで形成されていた、③⼀⾒バランスが取れ
ているように⾒える実践は、⺟親の側における⾃⾝の休息の時間や余暇の時間の調整と、⼦
どもの側における⾃分の要望⾃体を⾔葉に出す経験が少ないまま、⾃分の認識で実⾏可能
な範囲を設定し⾃⾝の要望を認識することから成り⽴っており、望ましい環境の下でのバ
ランスではない、ということが⽰された。 
 終章では、本研究で⽰された⺟⼦家庭における就労とケアの両⽴の実践はどのような困
難を持っているのかを考察し、ひとり親家庭⽀援に対する⽰唆を提⽰した。本研究で明らか
にした⺟⼦家庭における実践において、①時間的余裕が乏しい、②ケア資源が乏しい中でや
りくりをせざるをえない、③そもそも就労とケアの両⽴が難しい労働市場に参⼊せざるを
えない、④就労とケアの両⽴をしていくなかでケアの家族化が強化されてしまう側⾯を有
する、⑤⼦ども⾃⾝の要望が不可視化した状態のもとでのバランスとなっている、という 5
つの課題を⽰した。ひとり親家庭⽀援に対する⽰唆として、①家事に対する⽀援に対するよ
り⼀層の充実、②ひとり親家庭⽀援が持つ効果としての家庭において時間的余裕が⽣まれ
ることに対する再評価の必要性、を指摘した。 
 
３．本研究が明らかにしたこと 
 本研究で⽰した⺟⼦家庭における就労とケアの両⽴の実践とそこから捉えた課題は、⼦
どもにとって望ましい環境なのかという観点から論点を⽰すことができた。また、ここで⽰
した課題からは、ケア資源が乏しく、⺟⼦家庭として働きやすい仕事も乏しい現状において、
⺟親の就労の達成だけで⼦どもにとって望ましい⽣活になるのは容易ではないという状況
が浮かび上がってきた。⼦どもの権利の視点の重要性が社会的に共有されてきているなか
で、家庭において⼦どもの声を受け⽌められる状況にあるのかという観点から、⺟⼦家庭に
おける就労を議論する余地があることを本研究では指摘することができた。 

本研究で⽰唆された実践の解釈については、ひとつ注意しなければいけない点がある。本
研究で⽰した⺟⼦家庭における実践は、ケアの家族化が当たり前となっている社会におい
て、そもそも⺟⼦家庭における就労とケアの両⽴を家族員の努⼒だけで実践していくこと
の限界が⽰されたとも⾔える。⼀⾒バランスが取れているとも⾒える実践は、ケアの家族化



を強化し、⼦どもの声が隠されてしまう可能性を孕んだものである。この問題を打破してい
くには、本研究で確認してきた「家族―仕事―ケアプロジェクト」の遂⾏がどのようにすれ
ば達成できるかという視点ではなく、プロジェクトの当事者である⺟親と⼦ども⾃⾝のそ
れぞれの権利が保障されるようにプロジェクトの内容を転換していく視点が必要であり、
批判的にプロジェクト⾃体を評価しなければいけない。 


